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1.は じ め に

家族 とは不思議なものである。人は誰 しもひとりでに生 まれて くることはなく、独 りで育つこ

ともない。物心ついたときか ら、必ず 「家族」がいる。しかし、一言で 「家族」 といって も、そ

の構成はさまざまだし、ましてや家族のメンバー一人一人ともなれば、それぞれが個性 を持って

いるので、考えてみれば、「星の数ほど多様な家族」があるような気がする。

ところが、家族受難 の時代 とされる今 日で も、多 くの家庭 には 「お父 さん」「お母 さん」 と

「子 ども」がいて、「お父さん」 といえば一定のイメージが浮かんで くる。これは、実のところ家

族関係では、父親 という役割が大 きく機能しているためなのである。逆か ら見ると、家庭の中で

は、父親個人の個性 よりも 「父親」役割が期待 され機能を果たしている ということになる')。

つまり、親 と子は、例えば父 と娘は気づかないうちに、あるルール、パ ターン、型にはまって

い くようになるということである。この父 ・娘パ ターンは、娘の成長によって、娘が父親イメー

ジを取 り込み、内在化 させてい く過程 で一層複雑化 してい く。内在化 された父親 イメージには、

個人的父親か ら得 られた情動、記憶、経験などが付随 し、父親 コンプレックスを形成する。この

父親 コンプレックスは、外面的な親子関係が希薄になった後 も、ずっと娘の内面にとどま り続け、

娘がやがて結婚すれば夫 との関係に、子 どもをもうければ子 どもとの関係 に影響を与え、生涯に

わたって大 きな役割を果た し続ける。

ここでの問題 は、 このように大 きな影響力 を持つ父親 コンプレックスがときには否定的なもの

として形成 される場合があるということである。否定的父親コンプレックスは、娘にとって、あ

る種の生 き難さ、内的であれ外的であれ生 きていく上での困難 として経験 されるが、コンプレッ

クスが無意識的であればあるほど、娘 にはどうしようもないもの と感 じられる。
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実の ところ、内的父親が否定的イメージとなり、否定的父親コンプレックスに振 り回される女

性の問題は、ずいぶん古 くから知 られていたようである。今回は、否定的父親 コンプレックスを

表す ものとして、娘の手を切 り落とす父親 というぞっとする昔話 「手 なし娘」 を取 りあげる。グ

リム兄弟によって採集されたこのお話は、ヨーロッパ各地にい くつものバ リエーシ ョンが伝わっ

ていた し、 日本にもほぼ同型の昔話が言い伝 えられてきた。洋の東西 を問わず、娘 にとっての否

定的父親の問題が、人々の心をとらえ続けてきたからであろう。

昔話の心理学的意味 とその解釈については、フォン ・フランッ2)、ヴェレーナ ・カス ト3)らの

成書にあたって もらうとして、本論では、「手な し娘」のス トーリーにそって、何が起 こり、そ

れがどのように進展 し、最後にはいかに解決するかを見てい くつ もりである。そのとき、ユ ング

心理学の立場か ら、登場人物や行為の象徴的意味を探 り、否定的父親 コンプレックスか ら主人公

の娘が、どのようなプロセスをたどって解放 され、自立 してい くかを読み取ってい くつ もりであ

る。このような作業を通 して、「手なし娘」の物語 自体が持つ、癒 しと開放の作用 をよ り明確な

形で示し、表面をなぞっただけでは見過ごしてしまうか もしれない、その臨床的な作用力 と深い

魅力 を明らかにで きるならば幸いである。

2.物 語 「手 な し娘」

むかし、ひとりの粉ひき男が しだいに貧乏になってい き、 とうとう残っているものは、粉ひき

の水車 と、その後 ろに立 っている大 きな りんごの木一本だけにな りました。ある日、粉ひ き屋が

森に入 って、たきぎを取 っていると、見たこともない じいさんがやってきて、「おまえの水車の

後ろに立っているもの と引き換 えに金持ちにしてやる」と申し出ました。粉 ひき屋は、その男の

言っているのは古びた りんごの木に違いない、 と考え、同意 しました。 ところが、相手はばかに

するような笑い声 を上げ、「3年たったらやってきて、俺の ものを持ってい くそ」 と言いました。

粉ひき屋が家に帰 ると、おかみさんが走 って出迎えま した。「ねえ、粉ひき屋、教 えてよ。 ど

うして、急に、お金がうちに舞いこんだのか しら。何がなんだか、さっぱ り分からないわ。」粉

ひき屋は何が起 こって、 りんごの木をやることにしたかを話 しま した。すると、おかみさんはぎ

ょっとして、水車の後ろに立っていたのは娘で、庭を掃いていたのだ、 と言いました。 じいさん

が欲 しがったのが娘 とい うことは、そいつは悪魔に違いなかったのです。

ところで、その娘 とい うのが美 しくて信心深 く、3年 の問、何の罪 も犯 さず に過 ごしました。

悪魔が自分 をさらってい くという日が くると、娘は、体 を清 らかに洗い、 自分の周 りに白墨で輪

を書いておきました。こうすると、悪魔は彼女に近づけませんでした。悪魔は娘 に近づ くために、

粉 ひき屋に命 じて水 を取 りあげさせました。 しか し娘は泣いて両手 をぬ らすので、清 らかなまま

でした。そこで悪魔は、粉ひき屋 に娘の両手を切ってしまうように要求 しました。粉ひき屋 は驚

きましたが、悪魔は言われたとお りにしないと、粉ひき屋 をさらってい くと脅 しました。怖 くな

った父親は、娘のところに行って悪魔の言 うとお りしなければならないことを話 し、許 しを請い

ました。娘 は、父親の子だからということで、「お父 さんのいいようになさって ください」 と返

事 しました。そ して、自分の両手 を差 し出して、父親に切 らせました。悪魔は三度 目にやって き

ましたが、娘がとてもいっぱい泣いて切 られた手を涙でぬらしたので、清 らかなままで した。こ

れでは、悪魔 も引 き下がるよりほかあ りませんで した。

粉ひき屋 は娘 に、おまえの犠牲のおかげで大金持ちになったのだから、これから一生の間、大
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事 にしてあげるよ、 と言いました。けれ ど、娘 は、家にいるわけにはいかない、よそへ行 こうと

思います、 と答えました。切られた両手を背中に縛 り付けてもらって、日の出と一緒 に彼女は出

かけました。

娘 は一 日中歩きどうしたので、お腹がすいてたまりませんで した。彼女は、王さまの庭に美 し

いナシが鈴な りになっているのを見て、神様 にお祈 りしました。すると、天使が現れ、庭を取 り

囲む堀の水 を分けてくれました。娘は庭に入 り、ナシの実 を一つ、口で木からもぎとって食べ ま

した。その様子を、 この庭の庭番が見てい ました。次の朝、王さまが実を数えてみると、一つ足

りません。庭番の話を聞いた王さまは、その晩、庭番 とお坊 さんを伴 って庭を見張 りました。天

使 と娘が再び現れたので、お坊 さんは娘に幽霊か人間なのかを尋ねました。娘 は、「私はあ らゆ

る ものか ら見捨て られた哀れな人間ですが、神様だけはお見捨てになりません」 と答 えました。

王さまは、「たとえ世界中のみんながおまえを見捨てても、私は見捨てない」 と答 えました。王

さまは娘 をお城に連れていき、娘が美 しく信心深かったので、娘が好 きになり、結婚 し、娘のた

めに銀の両手を作 らせ ました。

一年がたち、王 さまは戦争に出かけることになりました。そこで母親にお妃を託 し、子 どもが

生まれたならす ぐに知らせて くれることと、王さまが帰るまで二人の世話をしてくれるよう頼み

ました。やがて、お妃は美 しい男の子を産みました。そこで、手紙のや り取 りが始 まりましたが、

使いの者が途中で眠 りこんでいるうちに、悪魔が手紙をす り替えてしまいます。まず悪魔は王 さ

まへの手紙 を、「子どもは化 け物である」 とす り替え、次には、王さまか らの 「妃 を大事 に世話

するように」 との返信 を、「王は妃 と子 どもを殺すことを命 じる」 とす り替えました。悲 しみに

沈んだ母親は、お妃 と子どもを城か ら去 らせ ます。

お妃は 自然の ままの大 きな森へ入 り、そ こで再 び祈 ります。天使 によって救 われたお妃 は、

「だれでも、ただで住める家」 という看板のかかった小 さな家に導かれ、そこで7年 間世話を受

けます。その間に、お妃の信心深 さのおかげで、神様の恵みにより、切 り取 られた両手 も、もと

の とお りはえました。

戦争から戻った王さまは、お妃 と子 どもに会いたが りました。母親は王さまに、妃と子 どもを

殺す ように命 じた手紙を見せましたが、そうすることな く二人を森 に逃が したと話 しました。王

さまは、食べ もせず飲みもしないで、二人を7年 間捜 し求めました。ついに、王さまは二人に会

い ましたが、お妃が本当の手を持っているので、妻 とい うことが分か りませんで した。 しか し、

天使が しまってあった銀の手を見せて くれたので、やっと王 さまは妻と子 どもだということが分

か りました。三人は、年 とった王の母親のいる城に帰 りました。みなが大喜びし、王さまとお妃

はもう一度結婚式を挙げ、一生を終えるまで幸せ にくらしました4)。

3.貧 困化する粉 ひき屋

ある粉 ひき屋が、 しだいに貧乏になっていった。彼の仕事は、水車で麦などの穀物をひいて粉

にす ることだったが、 どうしたわけか仕事が うまくいかなくなっていった。

水車は、機械を使って、水の流れをひきうすを回す動力に変換 し、穀物 を粉に変える。現在の

日本ではめったに見かけないが、 この機械の出す音が相当にうるさいため、水車小屋はよく村の

はずれにあった。村はずれの寂 しい場所、境界には、泥棒や幽霊が現れた り、あるいは恋人たち

が人目を避けて逢瀬を交わ した りす るところであった。粉ひき屋 とは、場所か らいって共同体の
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はずれ、境界で仕事 をする人、つまりマージナルマンであったのだ。

次 に、粉 ひき屋は機械の製造と管理にたけていた。いったん機械が うま く動 くようになると、

彼は自ら骨 をおることな く穀物をひき、労賃として一定の穀物 を得 ることになる。機械 という ト

リックを使 ってエネルギーを変換する点は、メルクリウス的であ り、自然エネルギーを人間のた

めに有効利用する機知を表す。一方、農民から見ると、彼は 「働かない」人間に見えたし、機械

を操る能力 は 「悪魔的」にさえ感 じられるものであった。実際、粉 ひき代金 を吊 り上げ、粉ひき

屋が不当に豊かになることもあったため、いっそう村人から嫌われることにもなった。

こうしてみると、粉ひき屋 という仕事は確かにどこか 「悪魔的」 なところがあ り、善良な倫理

観を持たない と人間性を失 う危険 と隣 り合わせの仕事 と言えるであろう。そうした特徴 を備えた

粉ひき屋が仕事に行 き詰って しまい、残っているものは水車 とりんごの木だけになってしまった。

いったいどうして彼 は貧 しくなっていったのだろう?水 車があるのだから、仕事はできるはず

である。す ると、村人が もう彼の ところへ来なくなったのであろうか。彼の強欲に村人が嫌気を

さしたのかもしれず、別に新 しい粉ひき屋がで きて、その商売敵 に客を奪われたのか もしれない。

貧困の具体的な理由は書かれていないが、そのヒントとして、大 きなりんごの木が残っていた。

西洋では、 りんごに古来 よりさまざまな象徴的意味が付与されてきた。 りんごは豊潤な香 りと

味覚をもたらして くれ、 しかも球形をしていることから、地上的な欲望 と歓喜の満足を表す。ま

た、 りんごは愛 と美 と豊穣の女神 ビーナスの持ち物(ア トリビュー ト)5)であって、性的快楽 と

その実 としての豊穣 を意味する。さらに、聖書の創世記によれば、エデンの園の中心にあった木

か ら、イブ とアダムが実 を取って食べたところ、二人の 「目が開かれ」、善悪 を知るようになっ

たという。 この木が りんごの木 とみなされたことから、 りんごは認識と知恵 をもた らす ことがで

きると考えられてきた。

こうした象徴性 を備 えた りんごの木を、粉 ひき屋はいとも簡単 に手放そうとするのだから、ま

ったく軽視 していたに違いない。つまり、彼 には地上的な欲望や歓喜を楽 しむこと、性愛性の基

本となる他者 と関係 を結ぶ能力、そ して選択 を通 して知恵 と認識 を得 ること、に問題があったと

考えられる。

仕事上の不具合 とは、ユ ング心理学でいうところの 「ペルソナ」の問題だが、その原因はさま

ざまである。粉ひき屋 の場合、働 くには働いていたのだろうが、何のために働 くのか、働いた結

果どのような楽 しみを得るのかが分か らな くなっていたのではないだろうか。無目的な労働 は次

第に機械的な単調なものとな り、やがて文字通 り彼は水車 という機械 の一部 になっていったのか

もしれない。人間は機械ではないのだから、働 くには動機、つ まり働 くことによって 「良かった、

楽 しい」 と感 じられる何かが必要である。このような動機を欠いた労働は、ほ どなくやる気を失

わせ、質的な低下 を招 くものである。

また、 もともと水車小屋は村 はずれにあるのだから、粉ひき屋が村人 と関係 を結ぶ ことに注意

を払わない限 り、容易 に孤立 し孤独に陥って しまうことは想像 に難 くない。エロスを象徴するり

んごの木を軽視 していたことから、彼はお客との関係 を大切に築いてこなかったのであろう。

さらにこの関係性の不足は、彼 と妻 との間にも言える。粉ひき屋 は、困窮 について妻 と相談 し

てはいないようである。責任感が強かったのか もしれないが、 じりじりと進む貧困化 を彼 は独 り

で対処 しようとし、やがて森に入っていった。現在でも 「女は男の仕事に口を出すな」 という態

度をとる男性が多いのではなかろうか。仕事が順調なときはそれでもよいのか もしないが、 うま

くいかなくなったならば、一番身近にいる妻と話 し合 ってみることが変化のきっかけになること
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もあ りそうなことである。なかなかそうで きないのは、おうおうにして男性側のプライ ドの高 さ

が災い しているからであろう。

貧困の末に、粉ひき屋は森 にたきぎを取 りに行 った。 ドイツには今なお 「自然そのまま」の手

つかずの森が多 く残 っている。日本の森 と違って下草が生えないので歩 き回 りやすいが、うっそ

うと生い茂った木々のために昼で も日がささず、うっか りすると出口の方向が分からな くなって

しまう。薄暗 く、見通 しが きかないことや、木々が深 く根 を張 っている様か ら、森は しば しば

「無意識」を表す とされてきた。 また、森 には恐ろ しい動物や怪物が住 むとも考え られたので、

無意識の恐ろしい側面が現れて くる場所で もある。粉ひき屋は仕事に行 き詰 まり、無意識に退行

したわけだが、そこで老人の姿をした悪魔に出会 う。この意味で、悪魔は粉 ひき屋の暗い、怪物

的な側面(無 意識 に潜む影)で あるとも言えよう。

老人はさっそ く、「水車の後 ろに立っているもの」 と引き換えに 「金持ち」にしてやる、 と取

り引きを持ちかける。何 と魅力的で、 しか も安易 な取 り引 き、解決法だろうか。現実世界で立ち

行かなくなったとき、無意識世界に退行する中で、私たちは しば しば 「魔法のような解決法」 を

夢見る。「宝 くじに当たる」「お金持 ちのおばさんから遺産が入 る」「いちや くスターになって」

など。その実現 に努力が必要なことは分かる … 少 しの努力なら … 宝 くじを買 うくらいな

ら … いや、馬券のほうが、 もうけが もっと多いらしい … 。悪魔の躡きは、「濡れ手で粟」

「一攫千金」 をそそのかすが、良識がその危 うい一歩にブレーキをかける ものである。 しか し、

あまりに意識が曇 らされ、良識が働かない とき、悪魔 との取 り引 きに乗って しまうことにもな り

かねない。

その際、悪魔の求める代償 は、一見小 さなもののように見 えて、実は 「取 り返 しがつかないほ

ど、自分にとって価値のあるもの」なのである。悪魔は人問をだます ことは考えても、真に人間

の益 になるような提案をするはずがないか ら、「悪」なのだ。

粉ひ き屋 は、「金持 ちになる」の対価 を 「りんごの木」 と思ったが、実際は 「娘」であった。

父親にとっての娘が、子 どもと異性 という点から、保護 と愛情の対象 となるならば、実の ところ

「娘」 とエロスを象徴する 「りんごの木」は、同じものを表 している。父親の意識の上では 「り

んごの木」であ り、物語上は 「たまたま娘が水車のうらで、庭を掃いていた」ことになっている

が、無意識的には父親が娘 を売って、金に換えたのだ。 このような実例 を、ギャンブルにはまっ

てい く男たちに見 ることがで きる。「大金」 を夢見て、家族に渡すお金はもとより、やがては妻

の財産か ら持ち物、はては娘 を売ってまで賭け事 に熱中する父親がいる。ギャンブルでな くとも、

「仕事中毒」の男性たちも似た ところがある。家族のために働いていると言いながら、やがては

家族 と共 に過ごすよりは仕事 をすることをいつ も優先するようになるならば、「お金」のために

「娘」を犠牲にしたこの粉ひき屋 と五十歩百歩 と言えはしまいか。

さて、粉ひき屋が悪魔 と契約を交わ し、家 に帰ってみると、妻が出迎 え、急に家中にお金があ

ふれだしたことを不審そうに話す。妻には健全 な批判力が残っている。この 「何かおか しい」 と

いう直観はとて も大切だ。お金に目が眩むことの本当の恐ろしさは、自然に備わったこうした直

観力が失われ、ひどく狭い視野のまま破局 に突き進んで しまうところにある。

結果 として娘は悪魔 に売 られて しまう。ユ ング心理学の立場からは、娘 を父親のアニマ と見な

して物語 を読み解 くこともできるが、 ここでは主に主人公である娘がこうした家庭状況で育った

とき、どのような課題 を背負い、そこからいかにして成長 していくかを見ていきたい。

初めの状況か ら、娘 にとっての父親は次のような存在であった。つまり、自然エネルギーを変
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換 して人間の役 に立てる仕事(粉 ひき)に 行 き詰ま り、無意識(森)に 退行するなかで、影(悪

魔)と 取 り引 きをし、将来の可能性 とアニマ(子 ども ・娘)を 売ってエネルギー(大 金)を 得た

父親だった。現実の世界でも、子 どもは親の影響を強 く受けて育つ。親 とて完全な人間であるは

ず もないが、親の側 に未解決の問題が大 きければ大 きいほど、子 どもはその影響を 「発達的に」

被る。親 にそのつもりがな くて も、子 どもは親の問題 を課題 として背負って しまうところに、家

族の複雑 さ、宿命性がある。 しか し、かといって家族 なしに育てば、やっかいな問題 もな く 「幸

せ」かといえば、そうとも言えず、それはそれで別種の困難 を招いて しまうこともよく知られて

いるところである6)。つまり、人間が生 きていく、成長 していくのに 「理想的な」環境が定まっ

ているわけではな く、与えられた家族状況をどのように乗 り越えてい くか、にその人の幸せ も不

幸 もかかっていると言えるのだ。

手なし娘 の場合、父親は先に述べたような特徴 を持った否定的存在であった。心理的にい うな

らば、否定的な父親、否定的父親 コンプレックスを持った娘が、そこからどのように成長 し、自

立 した大人の女性 になってい くかが この物語のメインテーマと捉 えることがで きるであろう。

4.娘 の手 を切 り落 とす父親

3年 が経った。この間、信心深い娘は、神を敬い、罪 を犯さなかった。娘 の信仰深さは、キリ

ス ト教文化 の影響だけではないであろう。娘にとっての父親像の心理的意義 として 「理想 と価値

観の発展」7)があるが、父親は世界を構成する価値観、ひいては子 どもの世界観 ・宗教観 をも導

き出す役割を担 う。その父親が自らの欲深さのために悪魔 と契約を結んでしまったのだか ら、娘

の人間的なお手本とはな り得ない。勢い、娘は神への直接的な信仰心を発展 させ、時として不釣

合いなほどに熱中することもある。臨床的に言 うならば、宗教的な熱心 さの影には否定的な父親

像があるのかもしれないのである。

娘 は悪魔 に対抗 して、身体を洗い、 自分の周 りに白い輪を描いた。日本でも古来 より 「禊 ぎ」

と呼ばれるように、身体 を洗 うことは、自分の内面の悪 を洗い流 して清める行為である。また、

輪はその丸い形 より 「完全、永遠、天国」を表すが、ここでは特に 「保護」を意味するのであろ

う。

悪魔 に対抗するのに、娘が魔術的 ・儀式的方法 を用いているのは興味深い。悪魔が心理的に作

用 してくると、父親がそうなった ように、当人を奴隷状態に陥れる。悪魔は心理的には、「否定

的なコンプレックス」 と同じように作用 して くるわけで、逆 にコンプレックスに対 して、魔術

的 ・儀式的な方法が対抗手段にな りうるということである。実際に、強迫神経症の方が 「ガス栓

が閉まってないのではない」「誰かを傷つけてしまったのではないか」 といった強迫的な不安 に

対 して、儀式的行為や魔術的な文言(祈 りのようなもの)を 行なうことで不安をおさめようとす

るのは、この実例 といえる。

さて悪魔は娘 に近づけないため、父親を脅 して、水を取 りあげさせ、ついには娘の両手 を切 ら

せ る。 ここでの父親は、文字 どお り悪魔 の手先 となって、娘の防御(防 衛)を 剥 ぎ取ってい く。

娘の両手を切 り落 とす ところなどは、父親自身が悪魔に見 えて くるが、それにも増 して、ここで

の娘の態度 にも驚かされる。「お父さんのいいようになさって ください」 と両手を差 し出 し、切

らせているのだから、いったい どういう父一娘関係 なのだろう。

「手」は人間の活動に極めて重要である。二足歩行 となって、手 を自由に使えるようになった
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ことで、人間の文明がいかに発展 したかはよく知 られているところである。手を使 うことで、人

間は外界 に働 きかけ、 自分の思 うように世界 を変 えてきた。「手」 は自分 と外界をつな ぐもの、

特に外界への働 きかけ(能 動性)と 活動の手段 を表す。また、手は王のエンブレムであったこと

から、権力や統治の象徴でもあった。「手をつける」 という言い習わ しからは、手が所有権 を表

す ことが分かる。

これらの手の象徴性から、父親が娘の能動性、活動手段、権威、自己統御、所有能力 を剥奪 し

たと考えることがで きる。ここに否定的父親像の特徴がよく現れている。心理的にいうならば、

否定的父親 コンプレックスが作用するとき、娘は自発性 を失い、 どうした らよいのか分からず、

自分に自信がな く、 自分 に何 かできるとは思 えず、自分が当然価値のあるものあるいは地位を得

ることができない、 と感 じて しまうのである。娘が父親に手 を差 し出して、切 らせているのは、

この娘が まれにみる 「良い子」だった というより、すでに否定的父親 コンプレックスの影響によ

って 「自分の価値」 を見失い、自分を守ることができな くなっていたか らであろう。悪魔に対 し

てはあれほど抵抗できたのに、父親にはなすすべがなかったのだから。

父親は大金持 ちになった。娘の両手 と引 き換 えに得 た大金に負い 目を感 じたためか、父親 は

「これから一生のあいだ、おまえをなにより大事に してあげるよ」 と言った。一見 もっともな申

し出に見 えるが、こうしたギヴ ・アンド・テイクの親子関係から、家庭内暴力を起こしているあ

る娘の言い分が連想 されて くる。その娘は、「自分 は小 さいころ両親に愛 されてこなかった、だ

から今 こんなに情緒不安定になって学校 にも行けない。イライラしてしょうがないから、本来与

えられるべ きだった愛清として、○○ を買え、私の言 うことは何で もかなえて くれ」 と言 うので

ある。この要求はエスカレー トしていき、ついには親でもかなえられな くなると、そこから暴力

が始 まった。 この両親に有 り余るほどのお金があれば、娘は満足 したのだろうか?そ うではな

いであろう。そ もそも愛情をお金で買えるはずがないのに、お金を求める娘、何でも買い与えて

きた親に根本的な勘違いがあったのだ。

手なし娘の父親 も愛情の欠如 をお金で埋め合わせ ようとしている。もしここで彼女が父親の庇

護の もとにとどまったならば、自らの主体性(手)を 取 り戻すチャンスもなく、ずっと否定的父

親コンプレックスに取 り込まれたままの将来 しか描けなかったことであろう。

5.娘 の旅 立 ち

手のない娘は独 りで旅立った。何 と無謀な出立であろう。しかし、ここに人生のパラ ドックス

が隠されている。「手がない」 という大 きなハ ンデをかかえなが らも、それまでの家族関係か ら

出て行かない限 り、娘にとっての新 しい成長はあ りえない。否定的父親 コンプレックスにとらわ

れていた主人公 は、新 しい経験 と変化 を求めて、旅に出る。

娘は家を出て、一 日中歩き続け、やがて王の庭に来た。その庭には美 しい果物が鈴な りになっ

ていた。「庭」は、無意識 を表す森 とは反対に、秩序ある自然 を形作 り、意識 を象徴する。王が

その国や文化の代表者という集合的存在 であることを考 え合わせ るならば、「王の庭」 は正に

「集合的意識」を表す ものである。家を出た娘が王の庭にたどり着いたことには、何か意味があ

るのだろうか?

先に、娘 にとっての父親像は、理想 と価値観の発展に関連すると述べた。手 なし娘の場合、否

定的父親 コンプレックスのために、内的父親像 も否定的なものとな り、未発達のままであった と
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考えられる。個人的な父親体験から内的父親像が発展 していかない場合、 しば しば元型的(集 合

的)な 父親イメージが膨 らんでいく。ある国の 「父」とも称 される王に娘が接近 し、しか も王の

庭にたどり着いたことには、娘が集合的意識に触れる意味があったのであろう。

王の庭 には、果物が鈴な りになっていたことから、この王が豊穣 と精神的豊かさに恵 まれてい

たことが分かる。娘 は天使の助けを借 りて、王の庭に入 り、そこのあったナシの実を食べた。洋

ナシの場合、その形が女性的だ し、また花が純白であることか ら、良妻賢母の手本 となるイシス

(エジプ ト)、ヘラ(ギ リシャ)に 捧げられてきた。空腹 にさいなまれた娘が、母性性を象徴する

このナシを食べたことは印象的である。

家を出た娘 は、 とたんに父親の庇護を失い、心理的に言うならば心的エネルギー源か ら断ち切

られて、空腹 に陥った。お腹がす くのはつらいものだし、そのままでは死んで しまいかねない。

そこで娘は、王の庭 にあるナシを食べることで、集合的意識の成果である女性的 ・母性的エ ネル

ギーを取 り込 んでいる。ここに臨床的に有益なヒン トが隠されているように思われる。

否定的な父親コンプレックスを持つ娘は、そうたやす くは父親から離れることができない。父

親から離れるや否やすぐに 「飢えて死んでしまう」苦 しみを味わ うからである。 この時、父親の

束縛的な庇護 に代 わるもの として、集合的な女性的エネルギーが与えられると、娘は次の段階へ

と進むことができる。女性的エネルギーは、この物語では 「王の庭のナシ」に象徴 されているが、

他にもキリス ト教会のマリア ・イメージあるいは日本での観音像イメージが挙げられる。実際に

否定的な父親体験 を持つ女性が、 こうした宗教に救いを求めることはよくあるのではないだろう

か。

この場面で娘は、ある意味ナシを 「盗ん」でいる。 しか しその無断借用 は 「食べたのは一つだ

けで、それ以上は食べませんで した」 と、大変慎 ましやかなものであった。盗むことは倫理に反

する良くない こととされているが、 この場面は聖書の創世記に記されている 「アダムとイブ」の

物語に似ている。イブは蛇 にそそのかされて、エデンの園の中央 にある禁止 された 「木の実」 を

食べてしまった。神の定めに背いたため、神はアダムとイブをエデンの園から追放 した。イブの

この行為は人間の 「原罪」 となったのだが、実を食べたことで 「目が開かれた」と記 されている

ように、人間に新 しい覚醒段階をもたらした。また、ギリシャ神話には、プロメテウスが神 々よ

り火を盗み出 して人間に与えた話がある。つまり神話的にみると、人間にとって大切なもの ・不

可欠なものは最初、神 より 「盗む」ことによって得 られたことが理解で きる。

主人公の娘がここで木の実 を盗んだのは、必要不可欠だったからであ り、その証左 として 「一

つ」で満ち足 りたのであった。人間にとって本当に必要なものを得ることと 「貪欲」 とを区別す

ることが大切だ。確かに盗むことは、倫理 に反するし、場合によっては罰を受ける。 しかし、 ど

うしても必要 に迫 られての 「盗み」は、不必要なものをむやみに欲 しがる貪欲 と区別され、主人

公の新たな次の一歩 を踏み出す契機となる。実際に、なくなったナシに気づいた王は、次の晩自

らが庭で待ち伏せ し、娘 と遭遇することになる。

娘を見つけた王は、城 に連れ帰 り、娘の美 しさと信心深 さから結婚する。そして王は、娘のた

めに銀の両手 を作 らせた。娘の美徳は王に受け入れ られたが、この結婚話はどうもとんとん拍子

に進み過 ぎた きらいがある。美 しさはもちろんのこと、信心深さも態度から見えやすいことから、

王は娘の表面的な魅力にひかれて結婚 したのではないだろうか。 もっとも現実的な結婚 も、最初

は多かれ少 なかれ、そのようなものなのだろうが … 。

ここで、王が作 らせた 「銀の手」から、アイルランド神ヌアダの物語が連想される。ダーナ神
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族の指導者であったヌアダは戦いで腕を失ったため、支配者としてふさわしくなくなって しまっ

たが、治療神 ディアン ・ケーフ トによって銀の腕を与えられ、これによって王位に復帰 したので

ある8)。ヌアダの場合、銀の腕は王の権威 を取 り戻すために必要であったが、私たちの物語 にお

いても、娘に銀の手が与えられたのは、「王妃 としての権威」の付与 にほかならなかったであろ

う。

そもそ も 「銀」 は、月、水 と関係があ り、女性原理 を表すのにふさわしいが、一方では冷た く

受動的な印象を与える。娘に与えられた銀の手は、その国のファース トレディーとしての 「王妃」

にはふさわ しい ものであったが、娘 自身のためになったのか どうかは定かではない。む しろ、

往々にしてあることとして、「王妃」 としての役割が重す ぎて負担 になったのではないだろうか。

以前 に 「手」 を失うことが、自発性や周囲への働 きかけの能力 を失うことを象徴すると述べ たが、

銀の手では本当の意味で娘 自身が周囲にかかわることがで きなかったのではないか と思われる。

否定的な父親か ら逃れた娘が、王 という集合的原理に接近 し結びついたことにより、集合的エ

ネルギーを得て飢えることはなくなったが、それ と同時に 「銀の手」 という重荷を背負い込んだ

のは示唆的である。「手な し娘」が、否定的父親コンプレックスをかかえた女性の成長過程 を表

しているとするならば、 まず集合的地位 につ き、その重荷を引 き受けることから始めるものだ、

というヒン トを得ることができよう。こうした役割を得ることは、ユング心理学でいうところの

「ペルソナ」問題 だが、ペルソナの発達 は青年期の重要課題の一つである。否定的父親 コンプレ

ックスをかかえた手なし娘の場合 も、この点で例外ではない。親のもとを離れ、まずは自分のペ

ルソナを身につけることが求められる。言い換えるならば、世間に受け入れられる自分の立場を

築 くということだ。

最近 「トラウマ」 という言葉が広が り、一般のメディアにも登場するようになり、心理学の専

門家以外の方 もよく使 うようになってきた。 トラウマ とは 「外傷」を意味 し、今 日では 「心の傷」

の意味で用いられることが多い。そしてこの 「心の傷」に苦 しめ られるため、そこからいかにし

て癒 されるかが大 きな課題 とされている。手なし娘に見 られるような否定的父親コンプレックス

も、 トラウマとなりえる。父親に手 を切 り落 とされるくらいだか ら、大きな痛手を被ったに違い

ない。

心の傷が余 りに大 きく、つ らす ぎる場合、カウンセラー(分 析家や臨床心理士)に 相談するこ

とがある。そこでのや り取 りはケース ・バイ ・ケースであろうが、この物語は、 トラウマの取 り

扱いがまず心の集合的なレベル、つまりペルソナ問題にある、 と明瞭に述べている。物語を読み

進めると分かって くることだが、手なし娘個人の、もっと内的な癒 しは、後半に現れて くる。社

会 とのかかわり、つまりペルソナ問題に取 り組み、そののちにより個人的な課題に向か う、とい

うのが昔話の流儀 なのである。そ して、この順番 は、「手なし娘」の物語 に限 らず、他の多 くの

グリム物語にも共通 しているのは大変示唆的だ。

つまり、 トラウマがあるか らといって、まずその心の傷 を癒 し、健全 になってから社会 に出て

行 くとい う道筋は、一見合理的に見 えるにもかかわらず、実のところ人間存在の実態からかけ離

れたもの と言わざるをえない。まずは社会的立場を獲得すべ く努力することが大切である。 もち

ろん心の傷 ゆえに、そこには困難が伴い、なかなか うまくいかないこともあろう。そうした戦い

の中から自分に気づ き、時にはカウンセ リングなどの援助 を受けることも必要 となる。 しかし、

できる限 りペルソナ確立に向けて努力することが、その人個人にとっての トラウマの意味の変化

に欠かせ ない。 もちろん、事例 によってはす ぐに社会的活動に取 り組めない場合もあるには違い
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ないのだが、臨床的にも、心の傷のつ らさを受け止めることと並行 して、可能な限 り社会的能力

の活用を探ることが大切である。 この点で も、長い間民衆に培われてきた知恵 としての昔話には、

聞 くべきところがあると思う。

6.城 を離 れ て

娘 と結婚 して一年がたつと、王は戦争のために出かける。王の留守の間に、妃 は男の子 を産む。

夫婦のうち、男(夫)は 戦争(仕 事)に 出かけ、女(妻)は 家で出産(育 児)に 携わるのは、グ

リム童話が古い時代 に成立 したからだけではないであろう。王 と妃 という 「役割」に同一化 して

いる度合いが強いため、彼 らは自分の望むことというよりは、「王」 として 「妃」 として期待 さ

れていること、 しなければならないことを優先 して行なうことになったのである。

男の子誕生の知 らせが戦地の王に送 られるが、その手紙が途中で悪魔 によってす り替えられて

しまう。「手紙」は、伝達そ してコミュニケーションを表す。つまり、手紙が悪魔によってす り

替えられたということは、娘 と王のコミュニケーションにじゃまが入ったことを意味する。以前

に述べたように、悪魔が父親の影 を表す と考えるならば、この場面は、父親コンプレックスの暗

い側面に影響されて、娘が王の表す集合的意識 と連絡が取れなくなったことを表す ということで

あろう。

この干渉が、男の子の出産の後に起 こってきた点に注 目してみよう。出産は、女性 にとって特

別で特権的な経験である。男性にはできず女性 にしか可能でないこの体験は、女性性の核心 を形

成する。妊娠から出産に至る10ヶ 月間の経験 は、実はかな り複雑 なプロセスを経るのだが、そ

の根底 には本能の作用がある。

王に代表される集合的意識 は、必ず しも 「本能」 を排除するわけではないのだが、本能を従え

コントロール しようとする。この関係 を表す よく知 られたイメージは、「馬 を御する乗 り手」で

ある9)。「馬」 に象徴 された動物的本能 を人間が制御 して、人間の思 う方向へ と馬を導いていこ

うとするのである。このためには、馬 と人間との間に信頼関係が必要なのだが、私たちの物語で

は、悪魔の介入によって、関係が乱されている。心理的に言い換えると、否定的父親 コンプレッ

クスを持つ女性 自我は、本能的体験にさいして、集合的意識 との連絡を取ることが困難 になって

い く、 ということである。

このことの意味 を臨床的側面から考えてみよう。人間にとって代表的な本能の作用は、食欲 と

性欲 として現れて くる。食欲 と神経性食欲不振症については他で も触れた1°)ので、ここでは性

欲 について取 り上げてみよう。父親 コンプレックスに関 しては、否定的な 「父親」体験が、娘 の

性的心理発達を阻害することが指摘 されている11)。この場合、心理的に十分 な性的準備のできて

いない娘が、急に結婚、妊娠、出産といった性的体験をして しまうと、心が身体の変化について

いけないことが起こって くる。この乖離体験は、父親像の否定性が大 きければ大 きいほど、強 く

出現 し、当の女性を苦 しめるのではないだろうか。

王か らの 「お妃 を大事 に世話 してあげるように」 という優 しいメッセージが、悪魔によって

「妃 も子 どもも殺 して しまえ」 とす り替えられたところには、父親 コンプレックスの別の特徴が

表れている。それは、単 にコミュニケーションが阻害 されるだけではな く、「悪意のあるメッセ
ージ」 にす り替える作用があるということだ

。

日常生活で も、自分の言った真意が伝わ らず誤解 されることが しばしば経験される。言い方が
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不十分な場合もあるが、分か りやす く言ったはずなのに、妙な意図を感 じ取 られて悪意ある発言

と受け取 られて しまうこともある。このように曲解する一つの要因として否定的父親コンプレッ

クスの存在がある。 この場合やっかいなことに、コンプレックスに影響されていることに当人は

気づいていないので、歪んだ受け止め方をしているとは全 く思わず、「本当に悪意のあることを

言われた」と感 じてしまう。 このようなとき、「あなたには父親コンプレックスがあるで しょう」

などと指摘すると、よけいに感情 を刺激することになってしまうが、この視点は少なくとも相手

を理解する助けにはなる。

す り替 えられた王の手紙に対 して、王の母親がそのまま従 うのではなく、妃 と子 どもを城か ら

逃が した。娘の原家族では、父親の非情な行為を母親が止めなかったのに対 し、ここでは父親コ

ンプレックス(悪 魔)の 悪意が王の母親によって緩和 されていることは注 目に値する。母性的庇

護の力が、まだ不十分なが らも娘 を守ろうとしてたのだが、それで も娘は集合的意識の場である

城を去 らねばならな くなった。

7.森 の 中へ

王の母親の情けによって、妃は命を救われたが、子 どもと一緒に城 を出て、自然そのままの大

きな森に入っていった。娘 にとっては、不本意ながらも二度目の出立である。最初は父親の家か

ら、二度 目は夫でもある王の城か ら。この 「二度の放逐 ・出立」は、ほかの昔話や神話にもよく

現れて くる。これは、単 に物語に起伏を持たせる修辞的レトリックだけではないであろう。一度

目の放逐は、親の家、つまり心理的原家族か ら離れることであった。その行 き先は、王の城、集

合的価値 ・規範への接近である。そこでは、集合的な世界での 自分の位置、立場、つまりペルソ

ナを身につける必要があった。 ところが人生の不思議なところなのだが、せっか く築いたペルソ

ナを奪われ、捨ててまで、更なる旅 を続 ける必要がある。今度は、深い森の中へ。

娘が入っていった 「自然そのままの大きな森」 とは、人間の手がついていない自然そのままの

深い深い森である。森は、暗 く木々が深 く根 を張っていることから、「無意識」 を象徴するとい

われるが、この森は個人の無意識 というよりも、 もっと人問一般 にとっての 「集合的無意識」 に

近いイメージである。森にはまた、恐ろしい魔物や怪物が住んでいた り、逆に妖精や精霊が住む

ところともされる。いずれにせ よ、通常の日常生活では出会わないものに遭遇するところなのだ。

無意識 との出会いとは、そのようなことを引 き起こす。

森の中で、娘は天使 に導かれ、小 さな家 に住 むことになる。私たちも、外出 してか ら自分の家

に帰ると、なんとな くホッとする感 じがある。それは、「家」が安全 を提供 して くれる、避難所

としての性質を持つからである。保護 して くれる側面か らは、母親の庇護 も連想される。

お妃 と子 どもは、 この家で7年 間、天使に優 しく世話をして もらいながら過ごす。お妃の原家

族を思い返 してみると、ここに実の母親 と天使 の世話 との対比を見て取ることが出来 る。父親は

虐待的といえるが、母親はそうではなかった。 しか し、不思議 なことに、父親が娘の手を切るこ

とを母親が止めたふ しがない。母親はそこにいたはずである。 しかし娘 を守ろうとはしなかった。

現実の虐待の場合 もそうだが、否定的父親コンプレックスの場合 も、バランスをとるべき母親の

機能が弱いとき、事態はより悲劇的となってしまうものである。

この観点から、ここで娘が深い森の中の家で保護されたことの臨床的意味が見えて くる。否定

的父親コンプレックスに深 く傷ついた自我は、無意識の中で、母性的庇護と世話 を受けることで、
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真の癒 しと回復を経験するようである。それは、具体的には肯定的な母親体験をし、肯定的な母

親 コンプレックスが育って くるということである。 しか もこの経験 には7年 間とい う長い時間が

必要であった。十分な時間をかけたこの経験が娘の真の癒 しになったからこそ、切 り取 られた娘

の両手が元のように回復 したのであろう。

娘 の住んだ家 には、「だれで も、ただで住める家」 という看板がかかっていた。この家は、ど

んな人であろうと、 どんな性格であろうと、どんなに貧 しくて も、 どんな過去があろうと、受け

入れてくれる。 しかも、家賃を求められることがない。つまりこの家は、家賃 と取 り引 きで提供

されるサービスではな く、神か らの 「恩寵」 として一方的に与えられる恵みなのである。 しか し、

いったん集合的基準に即 してペルソナを身につけた人は、なかなか 「無償の恵み」 を受け取るこ

とがで きない。一般社会で も 「ただより高いものはない」 と言うように、何か裏があるのではな

いか、だまされるのではないか、 と用心 してしまう。 この意味で、実は母性的な 「無償の愛」 を

受け取ることが、第一の関門なのだ。ペルソナに しがみついている人には大変難 しいことであろ

う。何で も、愛さえもお金で買えると思っている人には不可能なことだ。新約聖書の中で、キリ

ス トは 「金持ちが天国に入 るのは、らくだが針の穴(門 についている小 さな木戸)を 通 るよ りも

難 しい」 と言っている通 りである。社会的な取 り決めに従 う生活は大切である。 しかし、魂の癒

しを求めるならば、それとは次元を異 にする無意識の世界 に入 り、母性的な無償の保護 を経験す

ることが必要となってくるのである。

8.王 の探索の旅 と大団円

戦争から戻 った王 は、妻 と子 どもが城 を出たことを知る。王は、二人を捜 し求める旅に出て、

7年 間、食べ もせず飲みもせず に、あちらこちらを巡 り歩いた。主人公の手なし娘か らみるなら

ば、夫である王はアニムスとみなす ことがで きる。すると、ここは、娘にとっての男性 イメージ

が 自律的に動いている箇所 と捉えることがで きる。

王が食べ もせず飲み もしないのは、肉体的な側面 を無視するや り方である。食べたり飲 んだ り

は、生命 を維持するための最 も重要な活動であるから、ここでの王は、肉体 を超えた精神的存在

として旅 に出たことになる。実際に断食は、神への誓願や宗教的修行で も行われることか ら、王

は肉体的な自分が属する王国を抜け出し、超越 した世界に妻 と子 どもを捜 し求めたのであろう。

アニムスは、よく女性にとっての精神性 を表す といわれているが、ここでの王は、明瞭に肉体

性を超えている。私はここに、悪魔 と取 り引きしてまでお金持ちになった父親との対比 を見い出

す。娘 を売ってまで現世的な利益 を求めた父親に、娘 は深 く傷つけられたが、それでも娘 にとっ

ての 厂男性イメージ」の根底 にはその父親 しかいなかった。娘は深 く森の中で、「新 しい男性イ

メージ」 と出会 う必要があったのである。王は集合的意Pを 表す存在 として、それだけでは娘 に

固有の、娘 の個人的な男性イメージとはな りえなかった。アニムスとしての王が、積極的に娘 を

探す動 きをするところに、娘の中に自分 を個人 として認めてくれる男性イメージが育ってきたこ

とが見てとれる。

王は7年 間 も旅 をする。「7」という数字 は、完全数8に 至 るダイナ ミックな動 きを表す。7は

精神的秩序の全体、エネルギーの全体、 しか も主 として霊的秩序のエネルギー全体 を指 し示す。

この数字 により、娘が母親的庇護 に癒されている間に、アニムスの動きが補完的に霊的な秩序完

成の働 きをしていたことが推測 される。あたかも時が満ちたように、王は妃のいる家を訪ね、妻、
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子 どもと再会する。

こうして、王と妃、王 と子が再会 して、王の国に帰 り、もう一度婚礼 を挙げた。 この 「二度 目

の結婚」のテーマは、グリムの昔話 によく出て くる。一度 目の結婚が、外面的、社会的、身体的

結婚 とするならば、二度 目の結婚は、より内面的、個人的、精神的な結婚と考えられる。娘の深

い傷が癒され、同時に全体的な秩序が回復 したゆえに、二人は 「一生 を終えるまで幸せにくらし

ました」 と物語は終結を迎える。

ここまでの物語をたどってみると、否定的父親コンプレックスが娘の人生にどのような影響を

与えるのか、そ してそこから娘が 自立 し解放 されてい くのに、いくつ もの段階を経てい くことが

分かる。実際のところ、コンプレックスか らの解放は決 してたやすいものではないが、「手なし

娘」 は私たちに希望の道筋 を照 らし出 してくれる。
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